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U-[-1/(6(1-exp(-i)))] (x2- 6(expt- 1)2/3)
または,


























U b-チ iLK2ds,Ut-与 J .Lw 2ds
ここで 〟は曲率,Wはね じれ率 A,Cはそれぞれ曲げとね じりの弾性定数で棒の半径がa,ヤン
グ率がE,剛性率がpのとき,
A-㌢ E, C-莞 (3)
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A(sinocoso p'2- 0 ′′ ) - C(少′+cosOp ') sinoP′
+ jlCOSOsinp-12COSOcos9-13Sine-0





少 ′+cosOp '- α -.･- const
がでる｡それを(8),(9)に代入し,適当な変数変換をすると
A(0′-sinocosop'2)十Cαsinop'
- }cosOcosP + psin0- 0






















p- 方a2po, kl-ヱ禁 , k2-
で関係づけられる｡ ラグランジアンC2Eは
C27- T-U














zc= Z+ J t I L (,′- i ) ･ ス山 d tO0 (19)
その変分をとればよい｡ ここで )はラグランジュの未定関数である｡ よって運動方程式はつぎ
のようになる｡
∂Zc ･･
- - p rx - 1三- 0
∂γx
･)/. ･･
- - p ry- 1y/- 0
∂γy
∂Zc ･･















旦 一詩 klSin206･ 叫 +cosOi,cosol
●
a?



















- kl O+ AO//+ lycosO+ lzsin0-0
-Ixsin0-0
となる｡ (21.b) (21.C)を∫について微分すると, (18)を使うことによって
∂2 ∂2
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